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＜連絡事項＞

＜入室状況＞
【入院】
・長畝　正信様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。

・續石　トシヱ様～東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。


【転出】
・水梨　石藏様～東病棟Cユニット4号室➝南病棟Aユニット115号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　誠様～本人様より退院希望あり。1/6　9：00に自宅へ退院し、初外来1/11（木）11：30からで予約。城北病院処方薬1週間分主治医へ処方依頼している。

・佐々木　理佳様～左臀部にエビリファイ400ｍｇ　筋注実施している。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。入浴後、他室侵入し他者の私物弄りあり、介入するも自制出来ず早めに開放観察終了。自室内にて衣類詰め込みあり回収実施。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。環境への不満訴え苛々感あり12：30レボトミン（50）1T、レキソタン（5）１T、ロキソプロフェンNa（60）1T服用。スタッフ対応の遅さに叫ぶ、ドアを蹴り興奮あり14:30レキソタン（5）１T服用され入浴後は、落ち着いて過ごす。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～アリピプラゾール30㎎→18㎎へ減量、シクレスト舌下錠5㎎開始、
他同内容で7日分処方。

・佐々木理佳様～臨時薬同内容で7日分処方、本日エビリファイ水懸筋注400ｍｇ処方。

・岡部　貞子様～メマンチン塩酸塩ＯＤ錠10㎎→15㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
退院調整行うよう指示あり。

・河津　繫吉様～至急採血（ＰＳＡ（ＰＡ）/ＰＳＡ（Ｆ/Ｔ比）/ＰＩＶＫＡ－Ⅱ、末梢血液）の指示。12/23主治医より家族様へ状態説明すること伝えられている。

・河又　京子様～メマンチン塩酸塩ＯＤ錠10㎎→15㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
退院調整行うよう指示あり。

・佐々木明子様～臨時薬同内容で7日分処方。退院調整行うよう指示あり。

・下口　政子様～臨時薬同内容で7日分処方。12/26治験経過の確認行うこと伝えられている。

＜田名部Dr.診察情報＞
・長瀬　伸也様～主治医より治療にあたり内服薬、貼付薬導入したい旨を説明するが「裁判所に行かないと行けないんです。」と一方的に自身の意見主張し聞く耳持たず診察終了している。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・鈴木　和則様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・赤石　陽介様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高橋　亮様～夜間帯入眠出来ていないこと主治医へ話す。ホリゾン6mg→4mgに減量、他同内容で処方。

・田中　敬様～センノシド錠追加、同内容で処方となっている。飲酒については、週2回から0回に減らしていくよう説明受けている。


・青木　昭弘様～臨時薬変更なく7日分処方。不穏・興奮なく日課行うよう説明受けている。

・太田　留美子様～食事量少なく内服の拒否ある為、本日点滴2本処方となっている。

・立花　圭様～引き続き落ち着いて日課取り組むよう説明受けている。

・若沢　理子様～カルバマゼピン錠200mg→300mgに増量、他同内容で処方となっている。

・袴田　将志様～日によって耳が聞こえづらいと話す。臨時薬変更なし。

[bookmark: _GoBack]・泉川　ケイ子様～手の痺れは日によって違うと話されている。臨時薬同内容で7日分処方となっている。




＜皮膚科診察情報＞
[bookmark: _Hlk154070519]・澤口　利香様～頭部、下肢は同前処置。全身の皮膚乾燥訴えあり、ヘパリン類似物質油性クリー　　　　　　　ム処方となる。
・鈴木　和則様～フェキソフェナジン（60）2錠2×朝、夕にて追加処方となる。
上記の患者様以外は処置変更なし。

＜入院患者情報＞
氏　　名：長畝　正信（ながうね　まさのぶ）様　12：14
　生年月日：昭和24年9月17日（74歳）
　病　　名：高度アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr
サポート医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　R5.10.12当院初診し、アルツハイマー型認知症の診断で、定期的な通院・服薬を継続していた。
　妻と2人暮らし。外で放尿する、加熱が必要なものを冷蔵庫から取り出しそのまま食べてしまう等の症状あり。また、妻の「○○取ってきて」等の指示が理解できず、易怒的になり物を蹴飛ばすこともあった。デイでは入浴拒否やスタッフになりきり業務を手伝おうとする、送迎車に乗車中に運転席を後ろから蹴ることや、車内で放尿しようとする、降車拒否し職員に「出て行け！」と叫ぶ等もみられていた。また、家の外に行きゴミ捨て場や床屋、バス停の様子を見て帰ってくることを繰り返す様子もあった。妻はうつ病で他院通院中で、これ以上自宅でみれないとのことで、入院を希望している。
　令和5年12月18日泣きながら妻より連絡あり。朝、ご飯を食べた後歯磨きの為、コップにお湯入れて渡すと何回も捨てることを繰り返していた為、歯磨きするよう繰り返し伝えた所、目の色が変わっていきなり台所の500mlの醤油のペットボトルを妻に向かって投げようとすることがあって抑えた。抑えている間も次に投げる物を探して怒鳴るなど興奮が10分位続いた。その後本人は外に行って雪かきを始め戻って来た時には落ち着いた。最近は些細なことで怒り出すようになり、食事や間食の量も増えており、小袋を渡しているがそれだけでは足りず、過食傾向がみられている。
家庭内での介護は難しいと入院を希望している。退院後は施設入所希望。主治医へ報告し令和5年12月21日主治医診察。薬剤調整、環境調整目的にて東病棟Cユニットへ独歩にて医療保護入院となる。


日　　時：令和5年12月21日　11：49
　氏　　名：續石　トシヱ（つづきいし　としえ）様
　生年月日：昭和11年8月18日（87歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr　
サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　
　＜経過＞
2011年4月より八戸西脳神経クリニック初診、長谷川式簡易認知機能評価スケール23/30でアルツハイマー型認知症の診断となりドネペジル開始となった。症状は緩徐に進行し、令和5年5月ごろより小規模多機能利用中他者への粗暴行為、迷惑行為、不眠、徘徊等があり利用継続ができなくなった。令和5年8月より現在のGHかっこうの森を利用していたが、不眠や落ち着きのなさがありかかりつけ医よりコントミンが処方されたものの一時的な効果しかなく症状は悪化傾向にあった。その他スタッフへの暴力行為や異食行為もあり症状改善目的に令和5年12月5日当院初診となった。初診後も浅眠、中途覚醒、入眠困難が続き、頓服のリスパダールをほぼ毎日使用しており易怒性、看護師を叩く、眠らない、走り出す、便失禁・尿失禁もあり施設での対応困難な状況となっている。入院加療の希望あり。本日11:49東病棟Cユニットに医療保護入院となる。

